
 

平成２９・３０、令和元年度文部科学省指定教育課程特例校（英語教育） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別の教育課程の実施状況に関する 

把握・検証結果 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ Ｅ Ｅ（Ａｓａｇｉｒｉ Ｅｎｊｏｙ Ｅｎｇｌｉｓｈ）部 会 

あさぎり町教育委員会 

研究のまとめ 
 



 

あさぎり町内全小学校 教育課程表（平成２９年度） 

区  分 

各 教 科 の 授 業 時 数 道
徳
の
授
業
時
数 

特
別
活
動
の
授
業
時
数 

総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
授
業
時
数 

外
国
語
活
動
の
授
業
時
数 

新
設
教
科
等
の
授
業
時
数 

総
授
業
時
数 

国 
 

語 

社 
 

会 

算 
 

数 

理 
 

科 

生 
 

活 

音 
 

楽 

図
画
工
作 

家 
 

庭 

体 
 

育 

第１学年 306  136  102 68 68  102 34 34   
10 

（＋10） 

860 

（＋10） 

第２学年 315  175  105 70 70  105 35 35   
10 

（＋10） 

920 

（＋10） 

第３学年 245 70 175 90  60 60  105 35 35 
45 

（－25） 
 

25 

（＋25） 
945 

第４学年 245 90 175 105  60 60  105 35 35 
45 

（－25） 
 

25 

（＋25） 
980 

第５学年 175 100 175 105  50 50 60 90 35 35 
45 

（－25） 

0 

（－35） 

60 

（＋60） 
980 

第６学年 175 105 175 105  50 50 55 90 35 35 
45 

（－25） 

0 

（－35） 

60 

（＋60） 
980 

合 計 1461 365 1011 405 207 358 358 115 597 209 209 
180（－

100） 

0 

（－70） 

190 

（＋190） 

5665

（＋20） 

あさぎり町内全小学校 教育課程表（平成３０、３１年度） 

区  分 

各 教 科 の 授 業 時 数 道
徳
の
授
業
時
数 

特
別
活
動
の
授
業
時
数 

総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
授
業
時
数 

外
国
語
活
動
の
授
業
時
数 

新
設
教
科
等
の
授
業
時
数 

総
授
業
時
数 

国 
 

語 
社 

 

会 

算 
 

数 

理 
 

科 

生 
 

活 

音 
 

楽 

図
画
工
作 

家 
 

庭 

体 
 

育 

第１学年 306  136  102 68 68  102 34 34   
10 

（＋10） 

860 

（＋10） 

第２学年 315  175  105 70 70  105 35 35   
10 

（＋10） 

920 

（＋10） 

第３学年 245 70 175 90  60 60  105 35 35 
35 

（－35） 
 

35 

（＋35） 
945 

第４学年 245 90 175 105  60 60  105 35 35 
35 

（－35） 
 

35 

（＋35） 
980 

第５学年 175 100 175 105  50 50 60 90 35 35 
35 

（－35） 

0 

（－35） 

70 

（＋70） 
980 

第６学年 175 105 175 105  50 50 55 90 35 35 
35 

（－35） 

0 

（－35） 

70 

（＋70） 
980 

合 計 1461 365 1011 405 207 358 358 115 597 209 209 
140（－

140） 

0 

（－70） 

230 

（＋230） 

5665

（＋20） 

 

【新設教科等について】 

① 第１～４学年：英語活動 

② 第５・６学年：英語科 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究の仮説 

〔研究主題〕 

 英語を用いて生き生きとコミュニケーションを行う児童の育
成 ～あさぎり町内小・中学校が連携し、 

「Ａsagiri Ｅnjoy Ｅnglish プログラム」を共通実践する英語教育の試

み～ 

研究開始前のあさぎり町内小学校における英語教育の実態 

 英語指導力の向上を図り、ＡＥＥプログラムをもとにした授業や英語に触れたり親しん

だりする環境づくりを工夫すれば、英語を用いて生き生きとコミュニケーションを行う児

童を育成することができるであろう。 

 
◆英語を使う抵抗
感 

５７．１％ 
 

 
◆英語を教える不
安感 

６７．９％ 
 
 
◆クラスルームイング
リッシュ使用 

８１．５％ 
 

 

 
◆英語の授業が楽
しい児童 

９３．２％ 
 

 
◆英語で進んで聞
く・話す児童 

９４．６％ 
 
 
◆アルファベット
を 
書くことは簡単 

５７．０％ 
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究の視点 

研究の構想 

目指す子どもの姿 

視点１…あさぎり町英語教育をつなぐ「Ａ Ｅ Ｅプログラム」による授業づくり 
ア 単元のゴールを見通し、段階的に学ぶ指導計画・学習過程の工夫 

 イ 必然性のあるコミュニケーション活動の工夫 
 ウ 学習意欲を向上させ、行動化につなげる評価の工夫   
視点２…英語に触れ、親しむ環境づくりの工夫 
ア 学習につなげる活動 

 イ 学習を生かした活動 
 ウ 英語への興味・関心を高める場づくり   
視点３…英語指導力向上を図る取組の工夫 
ア あさぎり町教育委員会主催の研修 
イ ＡＥＥ部会での共通実践 

 ウ あさぎり町指導主事活用事業 
 エ 町内小学校全職員による町内共通Teaching Plan作成 

低学年  
•英語でのコミュニケーションを楽しむ児童 

中学年 
•相手に配慮しながら、英語でのコミュニケーションを進んで行う児童 

高学年 
•他者に配慮しながら、英語でのコミュニケーションを積極的に行う児童 
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あさぎり町ＡＥＥ部会 

あさぎり町英語教育をつなぐ「ＡＥＥプログラム」 

小・中共通実践事項 
sagiri njoy nglish部会 Ａ Ｅ Ｅ

同じ中学校で学ぶ子どもたちのために 

町内小・中学校が連携し 

効果的な小学校英語教育を工夫し 

中学校の英語教育につなぐ 

 

Asagiri Enjoy English 

単元のゴール 

バックワードデザインする単元構成、それぞ

れの時間のゴール、必然性あるコミュニケー

ション活動設定 

町 内 共 通 の 学 習 過 程 で 全 授 業 の

TeachingPlan作成し、取り組む 

 

活動配列効果的選択※新教材デジタル教材

活用の工夫 

～ＡＬＴ活用場面～ 
～基本の板書～ 

 

「ＡＥＥプログラム」とは・・・英語の授業づくりにおける共通実践事項 



 

 

  

 

低学年 
□あさぎり町版アルファベットの音（低学年用DVD） 

□アルファベット体操 

中学年 

□あさぎり町版アルファベットタイムワークシート 
□身体でアルファベットの形作り 
□アルファベットをさがせ！※ぬり絵 
※３年生…大文字、４年生…小文字 

高学年 

□あさぎり町版アルファベットタイムワークシート 
・文字の名前と音、書き方 
・音の聞き取りクイズ 
・なぞり書き→書き写し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

英語活動においてアルファベットの名前とその音、形について体験的に慣れ親し
ませ、英語科でのアルファベットの名前とその音、書き方の定着を図る。 

～アルファベットタイム
～ 

既習事項の定着を図るとともに、会話の続け方、学習する表現の自然な会話の中
での使われ方を知ることができるようにする。また、「何だろう」「知りたい」とい
う問いを生み出し、学習への意欲を高められるようにする。 

～Small Talk～ 
 

※太枠内は、基本毎時間実施。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主活動の中で必要だと感じた
ものを選択させることで、主体的
な活動を促す。 
のを選択するようにする。 
児童が選択する。 

児童と話し合いながら、本時のねらいを達成するために必
要なことに目を向け、意識付けて活動の質を高める。 

‘OK?’に‘Any questions?’を加え、分
からないことを確かめられるようにする。 

～ゴールデンルール～ 
 

～中間評価～ 
 

～主体的・対話的・深い学び～ 
 

～Any questions?～ 
 

新しい語句を導入する際は、視覚的ヒントやジェスチャーなどの非言語、既習の言葉を
手がかりに、意味を類推することができるようにする。 

絵の下に文字を入れたカードを活用したり、やり

取りの仕方を文字で提示したりすることで、文字へ

の自然な慣れ親しみ（低･中）、語順への気づき（高）

を促す。その際、音声に慣れ親しんだ段階で、各学

年に応じたタイミングで行うようにする。 

～語句・表現との出合わせ方の工夫～ 
 

～「読むこと」につなげる文字の提示～ 
 

～会話の続け方を学ぶ～ 

‘reaction’は、確認･相づち・感想・質
問等から活用度が高い言葉を実態に応じて
段階的に示し、会話を続けるための言葉を
活用する意欲を高めるようにする。 

One more time. 

←低･中･高学年
の実態に応じ
て、活用でき
る表現を選ん
で段階的に貼
ることができ
る。 

I see. 

Oh! 

～小学校外国語活動・外国語 研修ガイドブックより
～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 単元のゴールを見通し、段階的に学ぶ指導計画・学習過程の工夫 

イ 必然性のあるコミュニケーション活動の工夫 

単元構成では、まずゴールを明確
化し、そのゴールから逆算して段階
的な目標設定を行い、その目標に沿

った活動の選択と効果的な配列を行
う。その際、言語活動は、｢聞くこと｣

中心の活動から｢話すこと｣へ段階的
に構成する。 

新教材に例示されている単元のゴー

ルとなる活動を参考にしながら、児童に

目的意識をもたせて「聞く必然」「話す

必然」のある活動を設定することで、児

童の｢聞きたい｣｢話したい｣意欲を高め

る。 

授業構成では、文部科学省小学校外国語活動・外国語

研修ガイドブックから〔挨拶→ウォームアップ・導入・

復習→中心となる活動→振り返り→挨拶〕の流れを参考

に、「Hello Time」「Warm-up Time」「Challenge Time」「See 

you Time」の 4 段階の流れとする。その際、1 時間の活

動においても｢聞くこと｣からまねる活動、自ら発話する

活動へと段階的に組み立てる。 

～単元・授業構成の手順～ 
 

～段階的に学ぶ学習過程～ 
 

好きな色のシー 
ルを集め、それぞ
れの模様の帽子
を作成した。 

I like blue. 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 学習意欲を向上させ、行動化につなげる評価の工夫 

～振り返りカード〔２年生〕～ 
 

～振り返りカード〔５年生〕～ 
 

～I can! シート〔５年生〕～ 
 

①単元のゴールからできるようになりたいことを考え、「できた！」｢分かった！｣を蓄積する。 
②単元の始めと終わりの聞き取り内容を比べ、自分の大きな伸びを確認させ意欲につなげる。 
③児童の自己評価に担任やＡＬＴの客観的評価を加え、達成感を高める。 
④評価の観点に対応する視点に沿った振り返りを行い、学びの足跡を残す。 

英語活動では、発達段階等に応じて、単元・学期・年間を通した振り返りカー
ドで見通しをもたせ、できたことや学びを蓄積して意欲を高められるようにす
る。また、低学年では文末例を示し観点に沿った学びを残すことができるように
する。 

① 

③ 

② 

④ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～観点ごとの評価方法～ 
 

～パフォーマンステスト形態
～ 



 

 

 

※中学年用｢アルファベットの音｣

(DVD)↓ 

 

メニュー表 

 

 

 

 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 学習を生かした活動 

ウ 英語への興味・関心を高める場づくり 

英語で朝の会進行 
  英語で朝の校内放送 

イングリッシュタイム（朝自習や帰りの会） 
＜各校のメニュー例＞ 

◆全校児童一斉リスニングクイズ（一斉放送） 
◆ＡＢＣsounds 
・アルファベット体操（低） 
・アルファベットの音あさぎり町版（低・中・高） 
・文部科学省デジタル教材 

◆授業で行ったゲーム 
◆授業で行う予定のゲーム 
◆語句･表現チャンツ 

 

ALTコーナー 英語体験コーナー 英語絵本コーナー
ALTコーナー 

階段掲示 

◆熊本県教育委員会I CAN DO IT! Junior等活用 

英語絵本読み聞かせ 
学習発表会で英語劇発表  
      …校長先生も出演 

保護者による 
英語絵本読み聞かせ 

委員会活動 
図書委員会 

英語集会（児童集会） 
異学年児童と英会話

本読み聞かせ 

ア 学習につなげる活動 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア あさぎり町教育委員会主催の研修  

AEE部会での共通実践 

 あさぎり町指導主事（英語）より、町内

における英語教育の方向性及びよりよい

英語活動・英語科の指導法について情報収

集するとともに、各学校における効果的な

実践を共有し、吟味し、共通実践内容につ

いて確認する。 

あさぎり町教育委員会主催の研修 

２０２０年度から全面実施となる小学校

における英語教育の教科化等へ向けて、夏

季休業中に町内小学校教員を対象として、

英語力及び授業力の向上を図るために、町

教育委員会主催による「英語教育サポート

研修会」を行っている。 

あさぎり町指導主事活用事業  
    

英語活動・英語科の授業改善のために、
全小学校であさぎり町指導主事活用事業
による授業研究会を行った。 
・研究授業事後研修 
・英語教育の方向性 
・新教材の効果的な活用法 
・必然性のあるコミュニケーション活動実践 
・クラスルームイングリッシュ講習等 

町内小学校全職員による 
町内共通 Teaching Plan作成 
   

 町内の１年生から６年生までの全授業

について Teaching Planを作成し、それ

をもとに授業を行っている。 

今年度は、新教材導入により全学年の

授業について作成し直し、新教材活用の

工夫について理解を深めた。 

あさぎり町英語教育サポート研修会 
（平成28・29・30年度夏季休業中に実施） 

 ◆新学習指導要領について 
 ◆必然性のあるコミュニケーション活動について 
 ◆新教材活用の工夫について 
 ◆クラスルームイングリッシュ 等 

英語サポ－ターとの模擬授業 
デジタル教材の活用の工夫

や、ＴＴにおけるそれぞれの特
性を生かした役割分担の仕方、
また、1時間の授業の中で行う効
果的な評価方法について理解を
深めた。 

～指導力向上へ 英語学習サポートプラン～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ ＡＥＥ部会での共通実践 ウ あさぎり町指導主事活用事業 

エ 町内小学校全職員による町内共通Teaching Plan 作成 
 

本時の目標 

学習する語句 

学習する表現 

段階的な 
  学習過程 

ＡＥＥプログ
ラム共通実践
事項例 

５つの小学校の職
員と小学校担当ＡＬ
Ｔで活用するため、
お互いの役割分担を
明記している。 
さらに、ＡＬＴの

役割について英語で
記したり、使用表現
を加えたりすること
で、打合せ・授業を
スムーズに行うこと
ができるようにし
た。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あさぎり町英語教育校内研修計画 
◆学期毎の英語活動・英語科研究授業 
◆スキルアップ研修年間７回程度 
◆あさぎり町指導主事活用事業 
◆小学校英語教育アドバイザー派遣事業 

単元の後半の授業において、あさぎり町英会話

教室の方々をゲストティーチャーとして活用し

た。英語が堪能な地域の方々を前に、児童は精一

杯の力でコミュニケーションを図っていた。 

あさぎり町の広報において、毎月１校ずつ小学

校の英語の授業の様子を紹介している。  

指導者にとっては、町内で同じ Teaching Plan

を活用しているため、各校の実態に応じた工夫点

について情報共有ができる。 

～校内研修でスキルアップ～ 
 

～指導力向上へ 授業後の「ちょこっとミーティング」
～ 

～広報「あさぎり」による情報共有、 
地域への情報発信～ 

 

～あさぎり町英会話教室    
     ボランティア活用～ 

授業の打合せの時間と同じように、授業後の反省の時間を確保するようにした。 

〔内容〕①効果的だったこと ②改善点 ③クラスルームイングリッシュ・英会話スキル 

※ALT・あさぎり町英語サポーターとのTT後の職員室までの帰り道、休み時間や放課後 

↓授業後の反省を効率よく行うカード 
※話し合う内容が焦点化できる。  



 

 

 

 

 【場所：生涯学習センター小会議室 ／ 時間：１５：００～１６：３０】 

時期・期日 内  容 

第１回部会 

令和元年５月１７日（金） 

・昨年度の振り返り（成果と課題） 

・本年度の方向性について（年間計画等） 

６月 ・アンケート実施・集計 

   ・英語に慣れ親しむ環境づくりの実践 

   ・教材の蓄積（Pカード ワークシート） 

 

６月～ ・サポート研修会（授業研究会） 

    ・免田小学校 ４年１組  

     授業者：黒木靖子 教諭 

 

第２回部会 

令和元年８月６日（火） 

（夏休み中） 

・１学期の成果について（アンケート等） 

・研究のまとめについて 

（内容の確認） 

第３回部会 

令和元年１０～１１月 

・小中連携授業（中学校） 

 

 

第４回部会 

令和元年１２月 

・２学期の成果について 

・特例校３年目のまとめ作成に向けて 

 

１２月 ・アンケート実施・集計 

 

 

１月 まとめ作成（成果と課題） 

 

 

第５回部会 

令和２年２月 

・まとめ作成（成果と課題）について 

 ※ ３月に冊子配付予定（町内全教職員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ⅰ 令和元年度ＡＥＥ部会年間計画 



 

 

 

 

 

 

 

 

１ あさぎり町英語教育をつなぐ「AEE プログラム」による授業づくり 

 (1) 単元のゴールを見通し、段階的に学ぶ指導計画・学習過程の工夫 

ア 単元のゴールの設定 

本単元では、「探れ！４の1ランキング～好きな曜日～」という単元のゴールを設定した。前

単元の学習Unit２「Let’s play cards.（好きな遊びを伝えよう）」で「探れ！４の１ランキング～

好きな天気と遊び～」という単元のゴールを設定して言語活動を行っており、昼休みの全員遊び

の種目決めで活用できると大変意欲的であった。その続きとなる活動とあって、どんなランキン

グになるかを予想しながらとても楽しみに取り組んだ。 

併せて、本単元の第１時間目には、運動会の

同じ団としてお世話になった児童に協力しても

らい、６年１組の好きな曜日ランキングを示し、

動画で問いかけてもらった。（図１）このこと

で、好きな曜日を探る言語活動への興味を高め、

さらに、好きな曜日と理由についてのやり取り

を堂々と行う６年生みたいに話せるようになり

たいと意欲的に学習を進めることができた。 

また、今後の学習を見通して「曜日の英語で

の言い方を知りたい。」「好きな曜日の聞き方を

知りたい。」と、それぞれの児童ができるようになりたいことや知りたいことへのイメージを膨

らませ、主体的に学習に取り組んだ。 

指導計画は、ゴールとなる活動から逆算して、各時に段階的な目標設定を行い、その目標に沿

った活動や配列を工夫し、無理なく慣れ親しむことができるようにした。 

１時間の指導過程は、文部科学省小学校外国語活

動・外国語研修ガイドブックから〔挨拶→ウォームア

ップ・導入・復習→中心となる活動→振り返り→挨拶〕

の流れを参考に、町内統一の「Hello Time」「Warm-up 

Time」「Challenge Time」「See you Time」４段階の流

れとした。その際、｢聞くこと｣からまねる活動、自ら

発話する活動へと段階的に組み立て、チャンツやゲー

ム的要素を入れて楽しみながら言語材料に慣れ（図

２）、「Challenge Time」で自信を持って学習表現を活

用できるようにした。 

 

 

Ⅱ あさぎり町英語教育サポート研修会実践報告 

図２：指残しゲーム 

図１：６年１組の好きな曜日ランキング 

令和元年度あさぎり町英語教育サポート研修会 

○期  日  令和元年６月２６日（水） 

○会  場  あさぎり町立免田小学校 

○研究授業  第４学年英語活動 Unit３「I like Mondays.（好きな曜日は何かな？）」 



 

「Hello Time」で行うコミュニケーションタイムでは、既習表現を活用したSmall Talkや本  

時の表現を使ったSmall Talkを行って、児童にも問いかけることで学習内容に関心をもたせた

り、課題意識をもたせたりして、主体的に学ぶことができるようにした。(図３) 

 

 

 

 

 

イ 発達段階に応じて文字に親しむアルファベットタイム    

あさぎり町では、授業の始めに５分間の

アルファベットタイムを設定し、１年生か

ら、「アルファベット体操」「身体で文字作

り」（図４）「あさぎり町教育委員会作成の

学習シート」等、発達段階に応じて文字に

親しんでいる。 

本時では、「j」の形と名前、音を聞いて、

j で始まる言葉探しでは、雨天時の遊びで知

った「ジェンガ」や「ジェット機」等の言

葉を挙げていた。 

ウ 会話を続けるキーワード「ぺらぺら名人」の活用  

英語の授業では、担任やALT、友だちの話を

聞いたときに使える‘reaction’について、低・

中・高学年の発達段階やその時の授業内容に応

じて提示できるように「ぺらぺら名人」を活用

している。（図５）会話を続けるためのキーワ

ードが集められており、「確かめ」「相づち」「感

想」「質問」と各段階に分けて掲示できるように

なっている。この４段階の「ぺらぺら名人」を

活用することで、会話を続けるための言葉を活

用する意欲を高めたり、対話を深めたりするこ

とができた。 

(2) 必然性のあるコミュニケーション活動の工夫 

ア 前時までのゴールや６年１組のランキングビデオの活用 

前単元「好きな遊びランキング」に続いての本単元「好きな曜日ランキング」の結果を予想さ

せたり、６年１組からの「好きな曜日ランキング」を紹介して４年１組のランキング作りを提案

するビデオを見せたりして、各時に単元のゴールと関連づけた活動を取り入れた。そのことで、

児童の「友だちの好きな曜日を聞きたい。」「自分の好きな曜日を伝えたい。」という気持ちを高

めることができた。 

 

 

 

図３：スモールトーク活用場面例 

図４：身体文字作り 

図５：イングリッシュコーナー 



 

イ 好きな曜日クイズ 

本単元２／３時間目の好きな曜日クイズ（あさぎり町

英語サポート研修会公開授業）では、それぞれの好きな

曜日について「聞きたい。」「話したい。」という意欲が

高まるように、児童それぞれの趣味や好みに焦点を当て、

相互理解が深められることへの期待感を高められるよ

うにした。（図６） 

ウ ４年１組及び保護者ランキング作成のための調査活動 

本単元３／３時間目は、授業参観日に設定し、４年１

組の 好きな曜日ランキングを作って保護者に知らせよ

うと意欲的にコミュニケーション活動を行った。さらに、

最後は、保護者の方々のランキングを作ろうと、全ての

保護者の好みを聞くために活発なコミュニケーション

活動を行った。（図７） 

子どもたちは、友だちのお父さんやお母さんにも積極的に英語で話しかけていき、保護者の方

も「久しぶりの英語で必死です!」と子どもたちに答え方がまちがっていないか尋ねながらも笑

顔で答えてくださっていた。インタビューから、ほとんどの保護者の方々は、休日前か休日が好

きだという結果に、親子で笑い合い楽しい時間となった。 

(3) 学習意欲を向上させ、行動化につなげる評価の工夫 

ア 活動の質を高める中間評価の工夫 

主となる言語活動では、中間評価を行い（図８）、

上手にコミュニケーション活動を行っている児童

を紹介してそのよさを共有したり、活動の中で困

ったことを尋ねてその解決法を探ったり、また、

指導者からの改善点を伝えたりすることで、その

後の活動の質を高められるようにした。その際、

ねらいを達成するために必要なことについて、児

童と対話しながら焦点化するようにした。 

 イ Good Job!カードの活用 

「聞くこと」「話すこと（やり取り）」の評価は、単元後

半の授業での言語活動をパフォーマンス評価の場と捉え、

ねらいを十分に達成している児童にはその場でカードを渡

し、「I can!シート（各単元ごとの自己評価シート）」に貼

って蓄積していけるようにした。その際は、一部の児童の

席を固定してローテーションしながらの交流やグループご

との交流を設定して、ALT と HRT が対極に立って観察する

ことで児童の様子を効率よく見とることができるようにし

た。「Good Job!カード」は、子どもたちの意欲を高めるの

に有効で、他教科での活用も有効であった。（図９） 

 

 

図９：Good Job!カード 

図７：保護者のランキング作りゲーム 

図６：好きな曜日クイズ 

図８：中間評価の様子とその目的 



 

ウ ＡＬＴによる評価を児童に伝える場の設定 

授業の最後に ALT からのコメントの時間を設定し、ALT の目線で児童のよかったところを伝え

たり、頑張っていた児童を紹介したりしてもらった。（図 10）毎時間、ALT の英語の中から分か

る言葉を探りながら、誉められていることが分かると嬉しそうな笑顔を見せた。 

また、これまでの英語に関する実態調査

や毎時間の振り返りを行う「I can!シート

〔中学年版〕」から、英語を苦手と感じて

いる児童や楽しむことができないでいる

児童については、授業前にALTに伝えて意

識して関わってもらうようにした。ALT と

関わることは、英語の楽しさを味わう一番

効果的な方法であり、集中的に関わっても

らった児童は、確実に英語を楽しいと答え

ることができるようになった。 

エ I can!シート〔中学年版〕の活用 

あさぎり町では、児童自身による「できた！」「わかった！」を集めて達成感を高め、自信を

もって学習できるように、毎時間「I can!シート」を使って自己評価を行っている。（図11） 

「I can!シート〔中学年版〕」では、単

元の最初に提示された単元のゴールとな

る活動を行うために、できるようになりた

いことややってみたいことを尋ね、そこで

出た意見を提示したり自分で自由に書き

込める「I can!プラン」や「振り返り」、

さらに授業中にもらった「Good Job!カー

ド」を貼っていく枠を設けた。「I can!プ

ラン」の丸印を書き込む枠には、授業や朝

自習のイングリッシュタイム（火曜日）で

自分で「できた！」と思った時に書き込ん

でいくので、いつの間にか多くの○が付い

ている児童もいた。 

この時、「Good Job!カード」がない児童

については、活動の様子を思い出しながら

必要に応じて貼るようにした。もらった児

童は、嬉しそうに報告に来た。 

「振り返り」では、新しい評価の３観点

に関わる視点で振り返りを書くことができるように項目を整理した。特に「進んで話していたか」

「英語が分からなかった時どうしたか」「さらに知りたいことややってみたいこと」の項目では、

その時間の頑張りや自分の今を分析してもっとよくなるために必要なことを考えたりやってみ

たりしたことが残されており、「思考・判断・表現」や「主体的に学習する態度」を見取ってい

く有効な資料になると考えている。 

 

図10：各学習過程におけるALT活用 

図11：I can!シート〔中学年版〕 



 

２ 英語に触れ、親しむ環境作りの工夫 

(1) 学習につなげる「イングリッシュタイム（火曜日朝自習）」の工夫 

イングリッシュタイムでは、それぞれの単元で楽しんだ言語活動について「またやりたい。」「も

う１回やりたい。」と言うものを取りあげて楽しむ時間を設定した。（図12、13、14） 

他の単元になるが、「アルファベットで文字遊びをしよう」では、児童が「アルファベットランド」

に設定されたゲームをリクエストすることが多く、何度も楽しみながらアルファベットの文字に慣

れ親しむことができた。特に、自分が欲しいアルファベットを集めるゲームについては、何度もリ

クエストして、好きなキャラクターや物の名前になるように文字を集めてワークシートに貼ってい

き、アルファベットの形と名前に慣れ親しむことができた。その他、毎日の朝の放送や金曜日の給

食時間等で英語に触れる機会を設定している。 

 

(2) 学習を生かし、聞く意欲を高める「リスニングクイズ」の工夫 

リスニングクイズは、火曜日の朝に設定されているイングリッシュタイムにおける全校統一の取

組で、低学年の年間計画から各月のテーマになる学習表現を選択し、質問の答えの数で各学年の発

達段階の差に対応するように考えられたものである。クイズの内容は、１問目は担当からALT、２

問目はALTから担当学年の１組児童代表、３問目はALTから２組児童代表へとやり取りが行われる。

これまでに聞いたことのある表現が使われているので、児童は、ALTとその日の代表児童の答えを

毎回楽しみに聞いていた。毎回だれの発表なのかもとても楽しみにしており、４年１組の代表を決

めるジャンケンではほぼ全員が参加していた。（図15、16、17） 

 

 

 

 

 

 

(3) 英語への興味・関心を高めるイングリッシュコーナー 

イングリッシュコーナーは、本校の渡り廊下に設置されてお

り、オリンピックのプログラムの英語での名前やアンサーブザ

ーを使った英語クイズ、アルファベットクイズなどのコーナー

が定期的に設置されてきた。（図18） 

雨の日や休み時間には、お目当てのコーナーの前で掲示物を

見たり、クイズを体験したりする児童が見られた。 

 

 

 

図13：文房具セット作り 図14：文房具セットプレゼント 図12：パフェ作り 

図18：イングリッシュコーナー

図15：リスニングクイズ準備 図16：放送準備中 図 17：拍手で迎えられた代表 



 

３ 英語教育サポート研修会事後研究会（令和元年６月２６日） 

(1) 成果（○）及び課題（▲） 

 ○単元のゴールを設定していたことで学習意欲が高められた。 

 ○「Warm-up Time」において、卓球やテニスでスピードを変えながら単語の練習をすることで、と

ても意欲的に活動した。  

 ○例示→チャンツ→指残しゲーム→クイズの流れが、聞いて真似て試すことができるものであった。 

○三人で指さしをしたことで、少し理解が難しくてもほとんどできており、楽しそうにやっていた。 

○デモンストレーションと主活動の掲示が分かりやすく、どんな活動をするか理解できていた。 

○ペア・グループの活動が数多く設定されており、対話につながっていた。 

○中間評価を行ったことで、めあてに向かってその後の活動の質が高められていた。 

  ○アルファベットタイムやデモンストレーション、児童の頑張りやよかったことの発表など、ＡＬ

Ｔの発音を聞かせる場の設定がなされており、英語をじっくり聴くことができた。 

  ○支援学級の子どもたちも、支援学級担任の助言や補助発問を通して曜日クイズに参加できていた。 

○児童の好きな遊びや今まで学習したことが掲示してあり、それを使って学習できていた。 

○間違えても大丈夫だよという温かい雰囲気があった。 

▲活動内容の見える化があるといい。 

  ▲Wednesday→水曜日→水（絵）とすぐに出てこなかった。少しだけ日本語を補うとよい。 

  ▲曜日クイズの時のPair Talkで声の大きさにばらつきがあった。 

  ▲指残しゲームで“ What day is it? ”“ It’s（曜日). ”の表現を練習していたが、主活動で

は“I like（曜日）.”で答えている児童もいた。慣れ親しませることの難しさを感じた。 

(2) 参加者感想 

◇デモンストレーションで子どもたちの気づきを出し生かされていて大変勉強になりました。すべ

ての活動が主活動につながっていて、今後の授業づくり実践に生かしていきたいと思います。 

◇黒木先生の進め方、英語での指示、コミュニケーションの場の工夫、何よりもほめ方（英語で）、

smileにびっくりしました。早速先生方にお伝えして、私も実践します。 

◇small talk の子供へのふり方、単元のゴールづくり、授業構想の作り方、学びました。学校で

紹介します。ありがとうございました。 

◇初めて他の人が行う英語の授業を見ることができて、とてもよかった。教師としての英語力のス

キル、児童の意欲を高めることでしか習得が難しいと感じた。今日は、掲示、名人などのいろい

ろな工夫を見れてとてもよかった。参加できとてもよかったです。 

◇先生の緻密な授業の組み立て方、、また、子どもを目標に向かって引っ張っていくうまさがとても

参考になりました。ありがとうございました。 

◇全体的に先生が、笑顔で誉めたり見守ったりして、子どもたちが安心して授業に参加できていま

した。学習過程がしっかりと仕組まれて、単元のゴール、本時の目標に迫る活動がなされていた

と思います。大変お疲れ様でした。 

◇本日はお忙しい中に授業を公開していただきありがとうございました。中学校でも参考にさせて

いただきます。 

◇系統は学習してきた流れであり、「定着している」わけではないこと。また、そのために warm－

up timeで十分に慣れ親しませ、日常的に使う教材を無理なく使いながらchallenge timeにもっ

ていく“王道”として、これからの道しるべとします。ありがとうございました。 

 



 

 

 

令和元年度ＡＥＥ部会小中連携授業 

○期  日  令和元年１２月１１日(水) 

○会  場  あさぎり町立あさぎり中学校 

○研究授業  第３学年４組  授業者 黒木亜里沙教諭 

 

１ 授業づくり 

(1) 基礎・基本の徹底 

ア 基本文法の復習 

   １１月の第二回共通テストも終わり、受験を

控えた時期の中学3年生に必要な文法の復習を、

テンポよくスライドを使って復習をされてい

た。（図１）視覚的にも分かりやすく、学習過

程の中で繰り返し位置付けてあることが分か

る。  

イ 本時に関わる単語の獲得 

   受験に必要なまとまった量の英文を読むために欠かせないのが語彙力である。本時では２３の

新出単語があり、安心して読むことと本時の目標である「本文の内容を理解して、英語の問題に

答えることができる」を達成することをねらいとして、「たんれん」の時間を設け（図２）、英単

語の正確な発音と意味理解の時間を確保してあった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1回目は普通の速さで教師と一緒に発音、2回目は

速さを上げて教師と一緒に発音、3 回目は 3 分間自

分の速さで生徒がそれぞれ読む、4 回目はペアで問

題を出し合って読む（図３）、以上の活動を終えた

生徒から書いて練習するなどの段階的な活動を繰り

返し行っていく工夫が見られた。そのことにより、

生徒の活動意欲が高まり、一連の活動を主体的に

行う姿が見られた。 

 

図１ スライドを用いた復習 

It is called koma. 

図２ 「たんれん」ワークシートの一部分 

図３ 相互に問題を出し合う生徒 

Ⅲ あさぎり町ＡＥＥ部会小中連携授業実践報告 



 

(2) 入試出題傾向に沿った授業の工夫 

ア 自作問題 

共通テストのパターンと同じように作

成された問題は、①内容を理解して正解を

選択する問題、②Yes/Noで解答する筆記問

題、全ての単語の意味が分からなくても、

前後の文や問題文から類推できる筆記問

題等で構成されていた。（図４）生徒の理

解の状況に合わせて難易度の高い問題も

用意されていた。 

類推する力を育てるため、分からない単

語の意味を全て教えることはせず、英語の

質問文で使われている単語の並びと似て

いる部分を本文から探すように声をかけ

ることで、解決を促していた。 

イ 重要語句や文法の確認 

最後に、読み取りのポイントとなる部分を解説し、ワークシートに書き込ませることで、もう

一度基礎基本を確認していた。さらに、前置詞など理解の難しいものは、ジェスチャーを伴いな

がら声や動きを付けることで分かりやすく説明していた。 

 

２ ＡＥＥ小中連携授業の事後研究会（令和元年１２月１１日） 

(1) 成果（○）及び課題（▲） 

○入試前の生徒の課題を明確に把握し、その課題を子ども達と共有しながら、単元構成と指導計画

を工夫されていた。見通しと必要感を持って、be＋過去分詞の復習に取り組むことができた。 

○小学校のアルファベットタイムとコミュニケーションタイムで既習表現の定着を図るのと同様に、

中学校でも話したい意欲を高める題材で既習事項の復習や新出単語の練習の時間が確保されてい

た。９年間を通じて、学習内容の定着が確実に積み上げられていくと感じた。 

○授業の中で読解力、単語の定着等を粘り強く効果的に指導されていてためになった。 

○授業の導入で、本時で使われる表現や文法をパワーポイントを使い、短い時間で繰り返し練習さ

れていたので、問題を解く際に効果的だった。 

○本文の学習をする前に新出単語を全体、ペアで練習していて、苦手な子ども達も授業に参加され

るような流れになっていたと感じた。単語を何度も発音させて耳から慣れさせ、覚えさせるやり

方は、小学校での外国語活動や英語の授業とも似ていると思った。 

○生徒の基礎基本をボトムアップする「たんれん」やペアでの学習は小学校でも取り入れたい。 

○全体の意味理解に必要な文章に焦点を当てて読み進める経験を積み重ね、全てを理解できなくて

もわかるところや前後のやり取り等から類推する力を高められていた。 

○全国学力・学習状況調査の出題形式を意識された発問や教科書を活用して共通テストの出題形式

に対応したQ＆A を工夫されていることで、求められている力を高めていけると感じた。小学校

でも、中学校で求められる力を知った上で実践を進めていくことは大切だと感じた。 

○受験を意識された内容の授業づくりが、大変参考になった。教科書の内容から実際の入試問題に

合わせたワークシートを作成されていたので、私自身も今以上に県学力調査や学力検査を意識し

図４ 自作問題 



 

た授業づくりをしていく必要があると感じた。 

○授業の中で、新出単語と既習単語の両方の語彙を定着できるシートが工夫され、授業の中で活用

して練習する時間を確保されていたことから、どの生徒も英語に慣れ親しむことができた。 

○授業がテンポよく進み、生徒が楽しんでいる様子が伝わってきた。必要に応じた個別指導で苦手

な生徒も安心して学ぶことができると感じた。 

○子ども達が飽きずに英語に取り組めるように、集中できない子ども達や苦手な子ども達に個別に

声を掛けられたり、冗談を言って子ども達を和ませたりされていたので、どの子ども達も授業に

参加できていたと思った。 

○子ども達に今何が必要なのかを教師がしっかり考え、計画的に指導していくことの大切さを改め

て感じた授業だった。 

○文法の押さえ方、とてもわかりやすかった。 

○授業での先生のトーンの作り方、リズムがあって、充実感のある授業だった。 

▲日常的に読み取りの技を示されていることはとても効果的だと思う。今後、各学年に応じた読み

取り名人の技をまとめて、小学校で行っている共通板書例のように常時掲示すると、いつも振り

返ることができ力がつくと思う。 

▲各学年の段階とそれぞれの領域の効果的な指導法について、担当教諭間で共有し、共通実践でき

るとさらに力を伸ばしていけると思う。 

(2) 参加者感想 

◇現中学１年生は、初見の英単語でもなんとか読める力がついているという実態を知り、あさぎり

町全体で、授業初めのアルファベットタイムは大切に、必ず行っていく必要があると感じた。 

◇アルファベットの音の学習を経験している生徒の成果として、新出単語を読む力がついてきてい

ると教えていただき、各学年の段階に応じてアルファベットタイムを実施することの意義を明確

にもつことができた。 

◇フォニックスの重要性について、話をしていただきましたので、学校でも引き続き共通実践で取

り組んでいくことを確認しました。 

◇アルファベットの音の学習を経験している生徒の成果として、新出単語を読む力がついてきてい

ると教えていただき、各学年の段階に応じてアルファベットタイムを実施することの意義を明確

にもつことができた。 

◇中学３年生の長文読解では、全ての単語の意味が分からなくても、前後の文や問題文と似ている

個所を探せば解ける。同じように、小学校でも全てを訳しながら授業を進めるのではなく、ジェ

スチャーや活動から類推させる習慣をつけたい。 

◇これらを続ける続けないでは、中学校に上がったときに大きな差となってくる。年度初めの校内

研修などで「ＡＥＥプログラム」による授業の流れを確認し、研究を継続させていくことが町全

体の英語力向上につながると感じた。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

１ あさぎり町内小学校における評価 

  本町では「AEEプログラム」の共通実践について、３年間にわたって実践・研究を積み重ねてきた。

まず実践し、積み重ね、充実・発展につなぐために評価活動も重点事項の一つとして取り組んできた。 

(1) 「I CANシート」の活用について 

単元のゴールを子どもたちに提示し、そのため

にどんなことを学ぶかを「I CAN シート」で提示

をし見通しを持たせるようにしている。（図１）

本シートでは、「キラ先生に日本のことを紹介」す

るために、「日本の行事や祭りの名前を言ったりで

きる」という様に単元のゴールから、学習計画を

提示することができる。 

単元の最後の学習では、「I CANシート」を活用

してできるようになったことを〇で記入し、これ

までの学びを振り返ることができるようにしてい

る。 

また、単元に関わるスモールトークを聞いて、

導入時と単元最後でどれだけ聞き取れたかをメモ

することを通して、子ども自身の成長が分かるよ

うにしている。さらにこのシートを残すことで、

評価への活用もできるようにしている。 

(2) 「振り返りシート」の活用について 

このシートは毎時間の授業の終末に利

用する。本時のめあてに対して、新しい

評価の３観点の内容に合わせて振り返る

ことができるように、①わかったこと・

できたこと（聞く・話す・読む・書く）、

②工夫したこと、③分からなかったこと、

④次にやってみたいこと等の視点を設け

ている。また、１時間の活動や担任の意

図に応じて、記入の視点を選択して書け

るように配慮している。（図２） 

各単元ごとにこのシートを活用するこ

とで、様々な視点や観点での振り返りが

でき、子ども自身の学びの成長や達成感

を残すことができる。 

さらに、教師の授業改善にも活用する      

ことができた。 

 

 

図１：活用した「I CANシート」 

図２：活用した「ふりかえりシート」 

Ⅳ 評価の試行と今後の方向性 



 

図１ スライドを用いた復習 

２ 高学年英語科における評価（試行） 

(1) 第６学年 Ｕｎｉｔ７「My Best Memory 小学校生活・思い出」）での評価 

本単元では、「話す（やりとり）」「話す（発表）」「書くこと」について重点的に評価を試行した。

８時間授業の中、特に発表場面（８時間目）の評価について以下に述べる。（図３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 主体的に学習へ取り組む態度についての評価 

町内統一のゴールデンルール（アイコンタクト・クリ

アボイス・スマイル・ジェスチャー・リアクション）の

中から「他者に配慮しながら、思い出の学校行事につい

て伝え合おうとする」態度について、本時の重点事項を

選び評価した。単元のゴールに向けて作成した自分のア

ルバムを実物投影機でモニターに映し、英文やイラスト

を活用することも評価の対象とした。（図４） 

イ 思考・判断・表現についての評価 

「学校行事・思い出について伝え合う」についての評価は、「話す（発表）」中には判断場面を

設けることが難しく、それまでのコミュニケーションタイムや、アクティビティ（本活動）の中

で、ＨＲＴやＡＬＴとのやり取りを通して評価した。その際、これまで学習した語句や表現を無

理なく使いながら、自然なやりとりができるか等で評価を行った。 

ウ 知識・技能についての評価 

  「学校行事・思い出について聞いたり言ったりすることができる」についての評価は、これま

で十分慣れ親しんだ上で書いた英文（アルバム）をもとに、語句の発音や語順などを正しく言え

るかを評価した。 

言い間違えることもあるが、発音や語順のちがいに気付いて言い直すこともまた技能として

身についているものとして扱った。より慣れ親しんでいる児童ほど、書きためたアルバムを見

ることなく、スムーズに発表することができた。 

 

 

図４ 思い出発表の様子 

図３ 評価の具体的な場面での活用の様子 

 

単元後半 

（第５～７

時で評価） 

  
第８時

で評価 



 

(2) 試行の感想 

評価規準のうち、領域をそれぞれ１時間２つずつ選んで評価したとして、それぞれに３つの観点

があり、評価がとても複雑になってしまう。その中でも、さらに「Ａ評価をどのように評価するか」

を来年度完全実施に向け試行してみたが、「思考・判断・表現」のＡ評価をどの基準とするかが困難

であった。 

「伝え合う」際に、何を基準に見取ればよいかをこの単元以外でも試行してみたところ、「教師と

児童とのやりとり」「児童と児童のやりとり」のどちらかで見取っていく必要があると感じる。既習

事項から自分で伝えたいけれど分からないことを導き出すことや、やり取りで臨機応変に答えを見

つけて伝えるなど、「言う」だけの発表では見られない姿を見取る必要性を感じた。 

(3) あさぎり町 英語科 評価規準 第６学年 Unit７「小学校生活・思い出」※評価参考資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

３ 今後の評価の方向性 

高学年の通知表について（観点別の内容） 

観点 内容 

知識・技能 

 

外国語の音声や文字、語彙、表現、文構造、言語のはたらきなど
について、日本語と外国語の違いに気づき、これらの知識を理解す
るとともに、読むこと、書くことに慣れ親しみ、聞くこと、読むこ
と、話すこと、書くことによる実際のコミュニケーションにおいて
活用できる基礎的な技能を身に付けるようにする。 

思考力・判断

力・表現力 

 コミュニケーションを行う目的や場面、状況等に応じて、身近で
簡単な事柄について、聞いたり話したりするとともに、音声で十分

に慣れ親しんだ外国語の語彙や基本的な表現を推測しながら読ん
だり、語順を意識しながら書いたりして、自分の考えや気持ちなど
を伝え合うことができる基礎的な力を養う。 

主体的に学習に

取り組む態度 

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、他者に配慮しなが
ら、主体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態

度を養う。 

 

 

具体的な通知表の記入について  

観点 より具体的な内容（評価の場面や内容） 
評 
価 

評
定 

知識・技能 聞くこと、読むこと、話すこと、書くことによる実際
のコミュニケーションにおいて活用できる基礎的な技能
を身に付けている。 
評価の場面：授業中のやり取り・発表の観察 
      ペーパーテスト（アルファベットのチェッ

ク） 
      パフォーマンステスト 
評価内容：（×ア 音声） 

イ 文字及び符号 
ウ 語、連語及び慣用表現 
エ 文末及び文構造 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

思考力・判断

力・表現力 

自分の考えや気持ちなどを伝え合おうとしている。 
【聞くこと】聞いてその概要を捉えている。 
【読むこと】基本的な表現を読んで、意味が分 

かっている。 
【やり取り】自分の考えや気持ちなどを伝え合っている。 
【 発 表 】自分の考えや気持ちなどを話している。 
【書くこと】自分のことや身近で簡単な事柄について書

いたりしている。 
評価の場面：授業中のやり取り・発表の観察 
      発表用シート等のチェック 
      「I CAN」シート 

※ Practice の場面では評価できない。 
（思考が働いていない。） 

 

 

 

 

 

 

Ａ 



 

主体的に学習に

取り組む態度 

外国語文化に対する理解を深め、他者に配慮しながら、
主体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうと
している。 
【聞くこと】英語で話されたものを聞こうとしている。 
【読むこと】英語で書かれたものの意味を分かろうとし

ている。 
【やり取り】英語を用いて伝え合おうとしている。 
【 発  表 】英語を用いて話そうとしている。 
【書くこと】英語を用いて書き写したり書いたりしよう

としている。 
評価の場面：授業中のやり取り・発表の観察 
      発表用シート等のチェック 
      「I CAN」シート 
      振り返りシート 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価の実際  

① 単元ごとの評価規準を作成 

  ア 国立教育政策研究所作成の例示を活用 

  イ 教科書指導書の評価規準例を活用 

  ウ 球磨地域で作成された評価規準例を活用 

➁ ペーパーテストの実施について 

ア 「ペーパークイズ」（「参考資料」文部科学省）の活用による評価 

  イ 「ワークシート」やテキストへの書き込みによる評価 

  ウ 作品（ポスターなど）による評価 

③ パフォーマンステストの実施について 

  ア 授業中の見取りによる評価 

  イ 学期に１回の実施（複数の単元の後に言語活動を総合した内容） 

  ウ 「パフォーマンスクイズ」（「参考資料」文部科学省）の活用による評価 

評価の仕方  

① 授業中のやり取り・発表の観察 

  ア コミュニケーションの５ポイントを守っているか。 

  イ 他者を意識した発表であるか。 

（資料を見たり、指し示したり、聞く人をバランスよく見たりして発表 

分かりやすさ：はっきりと聞こえる声の大きさ、と話すスピード等） 

➁ アルファベットのチェック 

  ア ペーパーテスト（確認チェック）を実施する。 

（５・６年それぞれで大文字、小文字） 

➂ パフォーマンステスト 

  ア 学期末に時間を設定し、ＡＬＴや担任によるスピーキングテストを実施する。 

（４５分で１クラスが終わるように問題を設定する。） 

※ 参考（人吉市教育委員会） 

 



 

 

 

 

１ 児童アンケート 

(1) 英語の学習は楽しいか。 

 

(2) 英語を使う時は、相手のことを考えて、話したり、聞いたりしているか。 

 

(3) 英語の言葉（単語や文等）を読むことは簡単か。 

 

(4) 英語の言葉（単語や文等）を書き写すことは簡単か。 

 

(5) 英語（単語や文等）を聞いて、アルファベットを使って（英語で）書くことは簡単か。
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Ⅴ アンケート結果の考察 



 

(6) 先生や友達の英語が分からない時は、聞き返したり、質問したりしているか。

 

(7) 英語の学習では、間違いを気にしないで、英語を使っているか。 

 

 

【考察】 

・英語の学習が好きと答えた児童は、全体の９３％にのぼり、楽しみながら英語の学習をしていること

が分かる。また、間違っても大丈夫という雰囲気が学級の中に生まれ、間違いを気にせず積極的に英

語の学習をしていることが伺える。 

・相手のことを考えて、話したり、聞いたりしている児童が９３％に増え、相手意識をもって話したり

聞いたりしていることが伺える。必然性のあるコミュニケーション活動の工夫の成果が表れていると

推測できる。 

・英語の言葉を読んだり書き写したりすることに抵抗のある児童の割合が減っており、アルファベット

タイムでの取組の充実の成果と考えられる。しかし、アルファベットを使って書くことを苦手として

いる児童がまだいることから、アルファベットタイムの在り方（時間配分や書かせる分量）を再考す

る必要がある。 

・英語が分からない時は、聞き返したり、質問したりしている児童は、減少している。その原因として、

学習内容の理解が進み、分からなくても推測などで自己解決していることが挙げられる。 

 

 

２ 教師アンケート 

(1) 英語は好きか。 
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(2)英語を教えることへの不安はあるか。 

 

(3)英語の学習では、間違いを恐れず、英語を使おうとしているか。 

 

(4) 英語の学習では、クラスルーム・イングリッシュを使っているか。

 

 

【考察】 

・英語に苦手意識をもつ教師の割合が減り、指導することへの不安があったり間違いを恐れたりする教

師も減少している。クラスルーム・イングリッシュを積極的に活用する教師も増えていることから、

町全体や校内での研修の積み重ね、ティーチングプランの活用など、指導力向上のための取組が、各

教師の意識の変容によりよい影響を与えていると考えられる。 
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ＡＥＥ  
○「Warm-up Time」において、卓球やテニス等の動作を付けてスピードを変えながら単語練習をする方
法を共有することができた。また、児童が意欲的に「Warm-up Time」に取り組むことができた。 

○アルファベットタイムの取組の充実により、抵抗なく英語の言葉を読んだり書いたりすることが増え
た。また、本年度の中学１年生の実態から、英語を読める生徒が増えていることが分かった。今後も
町内の小学校でアルファベットタイムの充実を図り、中学校での学びの基礎基本を育んでいく方向性
を確認することができた。 

○必然性のあるコミュニケーション活動を重ねてきたことで、全学年において友だちとのやり取りへの
意欲が高まり、分からない時は聞き返したり、自分と比べて聞いたりすることができるようになった。
また、相手意識を持ってやり取りをする姿が見られるようになった。 

○小学校で実践しているアルファベットタイムやコミュニケーションタイムが既習表現の定着を図るの
と同様に、中学校でも既習事項の復習や新出単語の練習の時間が確保されており、９年間を通じて学
習内容の定着を図っていくことが確認できた。 

○Small Talkからのめあてづくりでは、その場面や語句・表現から「問い」が生まれ、本時の学習に見
通しをもって主体的に学習することができた。同時に、未習の表現に自ら気づき、課題として把握で
きるようになった。 

○「Challenge Time」において中間評価を行うことで、相手意識を高めるとともに、より深い学びを実
現させることができ、本時のめあての達成につながった。 

○単元末には「I can !シート」で単元導入時に比べて聞き取れる言葉やできるようになったことが増え
たこと等、自らの伸びを確認するとともに、児童の自信を高める学習を行うことができた。シートに
児童の考えを残すことで評価にも活用できた。 

○自己評価カードは、評価の観点ごとに児童の達成感や満足感が確認できた。振り返りの場面において、
めあてと同じ評価の観点に絞って交流するのに効果的であり、より深い学びにつなげることができた。
また、教師の授業評価にも活用できた。 

▲小学校高学年の評価方法や評価規準を検討し、例示することができた。ただし、あくまで例示の域で
あり、評価の場面を含め検討していく必要がある。 

▲アルファベットを使って書くことが苦手な児童は減少しているが、依然として苦手な児童のために、
アルファベットタイムの時間設定や書かせる分量を再考する必要がある。 

▲「読むこと」への自信をさらに高められるように、段階的な学習活動等の工夫を今後も継続していき
たい。 

  

 

○英語の学習を好きと答えた児童が増え、間違えを気にせずに積極的に学習している姿が見られた。 
○日課や教育活動を工夫し、児童の興味・関心や季節に応じて英語に触れる場を設営したり、他学年児
童と英語で交流する機会の設定を行ったりしたことで、日本や外国の言葉・文化への興味・関心、話
したことのない友だちとのコミュニケーション活動や生活の中で使われる身近な英語への興味・関心
が高まった。 

▲各小学校で作成して掲示物を、教育委員会を通じて交換することで、職員の負担を減らしつつ新しい
掲示物を児童に見せることができた。しかし、掲示物に関する情報が上手く共有されず、また各小学
校のニーズに必ずしも合わない実態もあり、移動展示が滞ることもあった。来年度以降、十分な効果
が得られる取組にしていきたい。 

  

 

○あさぎり町英語教育サポート研修会は、小学校での授業作り方や授業で大切にする視点について確認
する機会となった。 

○ＡＥＥ部会小中連携授業では、小学校と中学校の授業での共通点や相違点を話し合い、小学校で大切
にする知識や技能等について理解を深めることができた。特に、アルファベットタイムの取組により
アルファベットの文字と発音が繋がり、中学校での単語の読みに生かされていることが分かった。今
後も、小中連携して研修を重ねることで、より効果的に小中学校の授業実践につながると考えられる。 

○町内全体や校内の研修の積み重ねやティーチングプランの活用により、英語を教えることに対する不
安が低くなった。また、クラスルームイングリッシュを積極的に使う教師の割合も高くなった。 

▲小学校高学年の評価に関しては、ＡＥＥ部会を中心に検討・試行を重ねた。今後、文部科学省から例
示される評価規準等を参考にし、検討する必要がある。 

 

Ⅵ 成果と課題 


